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◇歴史資料館へようこそ
ー希望に燃える新入生の君に一
中田良平（館長）
新しい世紀の初め、希望に燃える若い瞳を輝かせた新
入生の君を迎えて、陽春のキャンパスは活気に満ちあふ
れています。
君のめざすところが情報通信工学、情報工学、
・物質工学、知能機械工学、システム工学ある
いは人間コミュニケーション学のいずれであれ、それら
が相互に連携し合って、新しい時代を拓く最先端の技術
に直結することは間違いありません。
したがって不断の努力を重ねた君が、その先端技術の
頂点を究めることは疑いありません。
20世紀は戦争と新技術開発の世紀だった
新しい世紀の初めに振り返ってみると、 20世紀は不幸
な戦争が続き、それに伴って新しい技術が次々に登場し
た100年でした。
20世紀の初め、マルコーニが大西洋横断の無線電信に
成功しました。アインシュタインがその電波と光がとも
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に真空を媒体として伝わることを合理的に説明しました。
また光が重力場の影瞥を受けることも示唆しました。
そしてその頃、第一世代の回路素子としての真空管が
発明されたのです。
船舶／航空通信のための前身校
1912年のタイタニック号の遭難で、人びとは船
舶の安全のために無線電信が不可欠であることを知りま
した。その社会的要請に応えて、本学前身校の「無線電
信講習所」が］918年に開設されたのです。
1914年に始まった第一次世昇大戦では、無線通信の普
及に加えて航空機が実用化されました。航空機の安全運
航にも、無線通信は不可欠でした。
改良された真空管を応用して通信技術は飛躍的に進歩
しました。そして多くの人びと る、ラジオ
やテレビの放送が始まりました。
外国との国際電報や国際電話、それに日本の支配下に
あった海外地域との通信も、無線を利用して頻繁に疎通
するようになりました。他方、物体から反射される
を受信して、暗夜や霧の中で敵の艦船や航空機を探知す
るレーダーが欧米で、やがて日本でも開発されました。
歴史資料館へようこそ！ ：イメヽージキャラタター中田はるみ。背後は1939年頃
に国際電雷気通信（株）で製造された、国際通信用の高性能大型短波受信機。
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1939年にヨーロッパで第二次世界大戦 (1941年から太
平洋戦争）が始まると、ドイツを中心にロケットの技術
開発が進みました。日本の対戦相手であったアメリカで
は暗号の組み立てや解読、それに砲弾や爆弾の弾道の計
算のために計算機械が発達しました。さらには核分裂の
連鎖反応を利用した核兵器の開発も行われたのでした。
電通大の前身校の卒業生たちは、海、空そして陸の戦
場に赴き、情報通信の重要な役割を果たし、その多くが
戦争の犠牲になったことを忘れないでください。
1945年に戦争が終わると、殺裁と破壊のための技術が、
平和と建設に向けて応用され始めました。
戦争の直後に、真空管を用いた電子計算機が開発され
ました。同時に、その真空管に代わる第二世代の回路素
子としてのトランジスタが1948年に発明されたのです。
広義の情報通信技術者を育成してきた電通大
戦争を契機に発達した電波技術とエレクトロニクスを
日本の復興に応用する社会の要請から、無線電信講習所
を母体として1949年に「電気通信大学」が誕生しました。
1960年には電流や電波に代わって情報を伝送するレー
ザーの発生技術が開発されました。半導体技術の進歩の
1960年代の初めには、第三世代の回路素子として
の集積回路ICが登場しました。これらの技術開発を、物
に対する徹底した研究が支援したのです。 ICの出現で
コンピュータはじめ電子機器の小形化が実現しました。
そして新しい技術が原因となり結果となって、電気通
はもとより情報技術そして計測やシステム制御の技術
が飛躍的に発達しました。生産の現場では産業用のロボ
ットも稼働し始めます。そのロボットの眼は半導体で、
頭脳はコンビュータです。
第二次大戦中にドイツで開発されたロケット技術を応
用して、やがて人工衛星が打ち上げられ、通信衛星が実
用化され、 1969年にはついに人類が月に到達しました。
その人工衛星の技術は、地球環境の探査ないしはリモ
ートセンシングにも応用され始めたのです。 1975年には
気象衛星「ひまわり」が稼働して、天気予報の精度が向
上しました。衛星通信を含む無線通信とレーダーのため
のマイクロ波技術は、やがて家庭用の調理器具に、そし
て携帯電話にも応用されます。テレビは直接放送衛星：
BSから高品位TV:HDTVそしてデジタル放送の時代です。
1970年代の初めにアメリカの国防総省を中心に展開さ
れた通信網が1990年代になるとインターネットとして世
界に普及し、 ITの主要なネットワークに成長しました。
広義の情報通信をめぐるこうした歴史の流れの中で、
社会の要請に応えて卒業生がさまざまな技術分野で大活
躍し、それにつれて電通大が大きく発展したのです。
いまなぜ「歴史資料館」か？
20世紀は、人びとがひたすら新しい技術を追求した世
紀でした。そしてふと気がついてみると、新しい技術は
人びとに幸福だけをもたらすものではありませんでした。
新技術を支えるための、物質とエネルギーの大量消費
が地球環境を蝕み始めていました。新技術の副産物であ
る有害物質が地上に蔓延し始めたのです。発達した情報
通信技術が社会的に悪用され、あるいは情報通信技術が
目的とする人間コミュニケーションの支援とは裏腹に、
人と人とを疎外する結果をも招来しています。
昔の賢人は唱えました、 “温故知新＂と。新しいこと
を知るには古いことを知らなければなりません。何が新
しいかの概念は、何が古いかの認識に上に成り立ちます。
新しい技術を人びとの幸福のために応用する方途は、
これら技術開発の歴史に求められます。
歴史資料館で広義の情報通信の技術の発展過程を知り、
新しい世紀の価値ある技術を追求したいものです。
“電気通信大学100年”に向けて
君が人学した電通大の「歴史資料館」には数多くの展
に加えて、上記の前身校創設以来の歴史を示すパネ
ルが展示されています。係員による解説もなされます。
に燃えて若い瞳を輝かせている君に、この『ニュ
ース』の巻末に掲載されている日程表を参照して来館し、
竃通大の歴史と対面することを勧めます。
まもなく は創立］00周年を迎えます。この21世
紀の初めに顧みるとき、 100年前に社会の要請に応えて
情報通信の時代を拓いた前身校以来の歴史を誇る、電通
大の各専門分野を統合して、前1阻紀の過ちを他山の石と
しながら、この新しい世紀を篭通大の世紀にしようでは
ありませんか。入学おめでとう。資料館で会いましょう。
◇続“すばる”のこと
田中正智
文部省（現文部科学省）国立天文台がハワイに建設し
た天体望遠鏡“すばる”について、同天文台の運営委員
である前学長有山先生のお話（『資料館ニュース』 No.4, 
2000年 1月）をうかがって以来、一度は。・。と思って
いた「ハワイ観測所」をこの 1月に訪ねる機会を得た。
その「観測所」は、オアフ島のホノルルから飛行機
(B-737)で約 1時間、ハワイ島ヒロ市内の小高い丘の上
にある。遥かに仰ぐマウナケアの4,200メートルの山頂
には、わが国の“すばる”をはじめ各国の天体望遠鏡の
ドームが南国の陽光を浴びてキラキラと輝いて見える。
その輝きは、紀元前 5世紀のギリシャのヒッパルコス
によって体系づけられた天文学、 17世紀初頭に望遠鏡を
用いて始めたガリレイによる天体観測の歴史が、新しい
世紀を迎えて新たに展開される象徴である。
天文学について、そして天体望遠鏡に関してもまった
くの素人である筆者に、天文台の小笠原隆亮助教授が懇
切丁寧に説明してくださった。小笠原先生は、平成 5年
から 8年まで、本学の非常勤講師をされていた。
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“すばる”の構造と性能のあらましについては、上記
の『ニュース』 No.4をご参照願うとして、初対面ではあ
るが元同僚と知って遠慮は無用と発した、筆者の稚拙な
質問 “Q” と小笠原助教授のご説明 “A” を問答形式で
再現すれば次のようになる。
目に見えない“ダークマター”を視る
Q 小笠原先生、了どもの頃に接眼レンズに目を当てて
月面のクレータなどを垣間見た天体望遠鏡とは異なり、
電子の目：CCDでとらえ、コンピュータで処理し、モニ
タ上の画像として視る“すばる”の構造と性能ついて、
詳しくご説明頂きました。その超高性能の望遠鐙で、
これから一体、何が観測されるのでしょうか。
A まず申し上げたいのは“ダークマター”と称する、
目に見えない存在です。
Q “ダークマター”というと。・。最近話題になって
いるプラックホールなどのことでしょうか？
A そうではなくて.. 0 、プラックホールはその周辺
で、強力な引力で物質が吸い込まれる際に、衝突によ
る光を発しているので、見ることができます。
Q なるほど、 “ダークマター＂とは、まった＜光を発
しない、あるいは反射もしない存在なのですね。
A その通りです。その“ダークマター＂がそれぞれの
銀河系内部の空間に、目に見えない雲のように、ひそ
かに分布しているのです。
Q しかし先生、わが“すばる”は反射望遠鏡、つまり
光学式の望遠鏡であって、電波やX線などを検知する
望遠鏡ではありませんよね。その“すばる”がどのよ
うにして光を発しない、あるいは反射もしない“ダー
クマター”なるものを観測できるのでしょうか？
重カレンズの作用を利用して
A ごもっともな質問です。そのためには、重カレンズ
の効果を利用するのです。膨大な質量で空間に歪みを
生じ、光学的なレンズのように作用するのです。
ざ
?
S' -重カレンズの効果：観測者0と天体Sとの間に存在する
“ダークマター" Dの重力による光の屈折効果で、一つ
の天体Sが見かけ上s,、S’'のように、複数の天体と
して観測される場合がある。 （図：足立暁生『教養天文
学一重力に支配される宇宙ー』東京電機大学出版局）
Q それは1916年にアインシュタインが発表した一般相
対性理論で述べられている、重力による光の回折現象
ですね。当時は第一次世界大戦の最中でしたが、 ドイ
ツと敵対していたイギリスの天文学者のチームが、南
米の皆既日蝕を観測して、太陽周辺の恒星の相対的な
位置関係が、通常とは異なって見えたことから、その
理論の正しさを立証したと聞いていますが・
A さすがは歴史資料館の先生ですね。 ゜
Q ハハハ・..Jヽ。
A その日蝕の場合は、太陽の質最が重カレンズとして
作用したのです。
Q しかし小笠原先生、重カレンズの効果で、どのよう
にして“ダークマター＂が観測されるのですか？
重カレンズの作用で一つのクエーサーがあたかも 4つあ
るように見える。 （写真：『すばる望遠鏡』文部省国立
天文台光学赤外線天文学・観測システム系ハワイ観測所）
A 左の図と上の写真を併せてご覧なさい。写真は地球
から約30億光年の距離にあり画面の中心に薄赤く見え
る銀河系の“ダークマター”を含めた全質量によって
生じる重力により、それより遠く約100像光年の彼方
にある一個のクエーサー（注：準恒星状天体 QSO)が
発する光が曲げられた状態が観測された例です。
Q 幼椎な質問で恐縮ですが、クエーサーとは．．．？
A クエーサーとは、宇宙空間で最も大きなエネルギー
を放っている天体で、その正体は大宇宙の果てにある
巨大なプラックホールだと考えられています。
Q プラックホールだから、さきほどのお話しのように、
その強力な引力で物質が吸い込まれ、その際に物質の
麿擦で周辺から強力な光を発しているのですね。
A その通りです。そして目に見える対象の観測結果か
ら、写真の中央にある銀河系による璽カレンズの効果、
したがって逆にその質量、が計算できるのです。
Q なるほど、この写真の中央の銀河系内部に存在する
が、目に見えない“ダークマター＂の質量分布を知る
ことができるのですね。
“ダークマター＂の質量は全宇宙の 90%
A おっしゃる通りです。そして宇宙膨脹のシミュレー
ションの結果から、私たちが現在把握しているのは全
宇宙空間に存在する全ての質量のlLlパーセントにすぎ
ません。残りの90パーセントの質量は“ダークマター. 
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であると考えられます。
未知の物質も存在する
Q .。•とすれば、太古の人びとか漆黒の夜空に見上
げた星ぽし、そしてヒッパルコスやタレス以来、およ
そ三千年に亘って私たち人類が組織的に観測してきた
目に見える天体の質量の10倍近くの質量が、未だ解明
されないままに、宇宙空間に存在しているのですね。
“質量”と云う観点からすれば、私たちは宇宙のこと
をほとんど知らないことになるのでしょうか？
A あるいはそう云えるかも知れませんね。とにかくそ
れらの膨大な質量をもつ“ダークマター＂中には、地
球上には存在しない元素も多数含まれているはずです。
Q 元素の周期表に表示されていない、あるいはその枠
外の物質が、宇宙空間には存在するのですね。
目に見える天体の観測も
Q 小笠原先生、 “すばる”が観測するのは“ダークマ
ター＂だけなのでしょうか？
遠い、小さな、あるいは暗い天体をより詳しく
A いいえ、目に見える天体や宇宙で起こるさまざまな
現象も、もちろん観測します。 “すばる”の高性能を
利用して、これまでも観測されてきた天体や天体現象、
それに非常に距離の遠い銀河、あるいはその集団であ
る銀河団などがより詳しく観測されます。たとえば、
これまでは星の集団である星雲と考えられていたもの
が、改めて観測した結果、銀河団であることが分かっ
たこともあります。
Q 私たちの太陽系が存在している銀河ひとつだけでも
直径が10万光年もあるのに、その巨大な銀河が幾つも
集まった集団が存在するのですね。
生命発見の可能性も？
A その銀河団が多数あるのですよ。それらの銀河には
私たちの太陽系のように、大きな足の周囲を小さな惑
星が回っている惑星系がたくさんあります。 “すばる”
では、その小さなあるいは暗い、惑星も子細に観測す
ることができます。それらの中には、私たちが住むこ
の地球と同じような環境の、したがって私たち人類と
同じ様な高等動物が生存している可能性の高い惑星を
見つけることもできるでしょう。
Q 宇宙人の発見ですね。
A ハハハ・。。ハ。
宇宙変遷のデータベース構築とパノラマ提示
A それにこの宇宙には、ガスが集まって生まれつつあ
る原始星から、幼年期、青年期、壮年期、老年期、そ
して超新星爆発で死を迎えた星まであって、それぞれ
の世代の星を“すばる”で観測することができます。
また、それらの星が集って形成される銀河系につい
ても、その形成過程をはじめ、銀河系に内在する膨大
な質量によって生じる重力がお互いに影密し合って、
ニアミスや衝突あるいは合体など、悠久の時の流れの
中でのさまざまな変化の段階が観測できるのです。
これらの画像をデータベースに蓄えておけば、必要
に応じて大宇宙の変遷の歴史をビッグバン以来、
動物の出現までは無理としても、生命の起源としての
バクテリアの発生ぐらいまでの期間については、パノ
ラマとして視覚的に提示することができるでしょう。
Q 大宇宙の歴史の壮大なパノラマですね。
・・・話は尽きないが、常夏の国の太陽もいつしか西
に傾いてきた。
ヒッパルコスより早く紀元前 6世紀に、すでに日蝕の
日時を予言していたギリシャのタレスは、夢中で星を仰
ぎ見ているうち、誤って溝（一説には井戸）に落ちた。
傍らにいた老婆は“自分の足元さえ見えないのに、天
上にあるものを知ることができるのかのう”と、歯の抜
けた大口を開けて大笑したという。
つるべ落しに宵闇がせまる南国のこと、小笠原先生の
夢とロマンに満ちたご説明にお礼申上げた筆者は、後に
心を残しながらも溝などに落ちぬよう、帰路に就いた。
◇新入生のための開館予定 (12:00_, 13:00) 
歴史資料館は、新人生の皆さんに電通大の歴史を知っ
てもらうため、下表のように 4月 9日から12時～13時の
間、開館します。展示パネル「電気通信大学100年」を
中心に電通大の歴史を解説します。
混雑を避けるため、各学科（A:昼間コース／B :夜
コース）の学籍番号ごとに、下表の指定にしたがっ
て来館することを勧めます。授業科目の課題などで指定
日以外の見学を希望する場合は別途申し出てください。
4 月 4 月（つづき）
9日（月）情報通信工学科 (A) 001...,080 . 2 4日（火）システム工学科 (A) 全員
1 0日 （火）情報通信工学科 (A) 081,.., 2 5日（水）人間Jミュニケー：／ョン学科 (A)全員
1 1日（水）情報工学科 (A) 001,..,080 2 6日（木）編入生／院生 全員
1 2日（木）情報工学科 (A) 081,_, 5 月
1 6日（月）電子工学科 (A) 001...,070 1 2日（土）情報工学科 (B) 全員
1 7日（火）電子工学科 (A) 0071----0140 1 9日（土）電子工学科 (B) 全員
1 8日（水）電子工学科 (A) 141..., 2 6日（土）量子・物質工学科 (B) 全員
1 9日（木）量子・物質工学科 CA) 0001~,ooso 6 月
2 0日（金）量子・物質工学科 (A) 0081- 2日（土）知能機械工学科 (B) 全員
2 1日（土）情報通信工学科 (B) 全員 9日（土）システム工学科 (B) 全員
2 3日（月）知能機械工学科 (A) 全員 1 6日（土）人間Jミュニケー ツ立学科 (B)全員
0上記以外の日程で見学を希望される場合は、電話あるいはFAXなどで資料館までお申し出ください。
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